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Group, 1994, 1995, 1997）の作成は，尺度の普及を通してQOLの定義についてもコンセンサ
スを形成する役割を果たし，きわめて大きな意義をもつ出来事であったと言えよう（Skevington,
Sartorius, Amir, & The WHOQOL-Group, 2004）。WHOQOLはもともと医療サービスに
おける患者のQOL測定のためにスタートしたが，最終的に完成された尺度は医療だけでなく幅
広く利用可能な汎用性の高いものとなった。そこではQOLを次のように定義している。
an individual's perception of their position in life in the context of the culture
and value systems in which they live , and in relation to their goals ,






は，具体的に以下の点を指している（古屋・三谷，2005；Hagerty, Cummins, Ferriss, Land,














（Arthaud-Day, Rode, Mooney, & Near, 2005）。SWBの認知的評価の要素は生活満足度
















した分割領域であることが必要とされる（Cummins, 2005 ;Hagerty, Cummins, Ferriss, Land,
Michalos, Peterson, Sharpe, Sirgy, & Vogel, 2001）。したがってQOL尺度の構成にあたっ
て，どのような領域を設定するかはきわめて大きな課題である。尺度構成のための手続きの段
階でも，この作業には十分な時間をかけて慎重になされる（Cummins, 1996; The WHOQOL








えば，WHOQOL（The WHOQOL Group, 1995, 1997, 1998a, 1998b）は広範な対象への
適用を念頭に置いて一般的領域からなるQOL尺度として開発され，さまざまな集団を対象にそ
の適用可能性が確かめられてきた。高齢者への適用を試みたこれまでの研究（Brazier, Walters,
Nicholl, & Kohler, 1996; Hwangi, Liang, Chiu, & Lin, 2003 ; Lai1, Tzeng, Wang,









Sartorius, Amir, & The WHOQOL-Group, 2004）。しかし，カルチャー・フリーの尺度は
適用可能性を高めることによって，ある文化に特有な側面を捉え損なう恐れもある。そのため，
WHOQOLのような尺度とは別に，特定の対象への適用を目的とした独自の尺度を開発する必










評定を重み付けた得点を使用するものがある（たとえば，Cummins, 1997; Ferrans, & Powers,






































ついては今後も検討していく必要があるだろう（Hsieh, 2003, 2004; T rauer & Mackinnon,







（Chamberlain,& Zika, 1992 ;Costa, Zonderman, McCrae, Cornoni-Huntley, Locke,&





の影響を及ぼしていないことが報告されている（Diener, & Biswas-Diener, 2002 ; Diener,
Sandvik, Seidlitz, & Diener, 1993）。高齢期のQOLを考える上で，このSWBの安定性の問
題はきわめて重要な意味を持っている。
まず，このような知見が心理測定上の技術的な問題によるものではなく，現象を正しく反映
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